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公害防止に関する協定書

釧路市（以下「甲Jという。）と抹式会社釧路火力亮君所（以下「z.」という。）
ば、 市民の傭康と保芸保全の確｛果を目的とし 、 乙が創II蹄市窟村．津lT月1.？番9
号に翌晋する針lI路．＊力猫竃所（以下 1 ．鞘宮所」レいう。）について公客 I防止に閲
する協疋を締結すか

（基本原則）
第1条 甲及び乙は、市民ひとしく健康で文化的な生活を亨愛する権利が保障

されていろことを認喋し、 人間草重 ． 生活知． 自然環埋保全の精神を基本
とl,、 相和こ....c!)協定を筋，寡に限行すろものKすろ．

2 甲ぱ市民の総葉を代表していることを目党し、 市民参加の原則に立って
その恵志を婆重して公告())防止を凶り、 rti民(/)健隈と括祉が釦進に努めるも
のとする。

3 乙は、 公害関係諸浣令を這守し、 甲が行う公容行政に協力するとともに、
発竜所の事棠活励により公宮が生じないよう必要な措匿を誼ずるものとする。

（協定細日の制定）
第2条 甲及び乙は、この公宝防止鴇定L.. 必要な且体的な事瑶を補完すろため、

公害防l卜に関する協定細目帯（以下 1 協定細目邑という＾）を別に定め、 こ
れを逗守するものとする。

（公害防止対策）
第3条 乙は、 公容を防止するため、 この協定で定める事項を滋守するととも

に、 公容施設の楢修及び点検ヽ）励行に努め、 繍心の注意をもって操業し、 公
害の求然防止iこ努め・るものとする。

（硫黄酸化物防止対策）
第4条 乙は、 げい湮発生施設がら排出する硫黄陪化物による大気の汚染を防

止するため． 良質燃料の使用及び排浬脱硫装涯等を孜直することなどにより、
発生源対策を強化し、 琉黄酸化物の排出())は激化に努めるものとする。

2 乙ば、 硫黄酸化物の排出基平については、 別に定める協定細日舎第1条に
規定する排出基準を遵守するものと・する。

（ばいじん防止対策）
第5条 こは、 ばい垣発生施設から排出ナる［まいじんによる大気 (1.) 汚染を防止

するため、I�じん装壼等を整儒する二となどt ．□ より集じん効率の向1プ防止
対策を弛化L.. ばいじんの排出(/)4氏減イ臼こ怒めるものとする＂



2 乙は、 ばいじんの徘用基準！9..ついては、月リに定める協定細日呑第2条に規
定する排出基準セ遵守するも (l) レする ．

（窒素酸化物防止対策）
第6粂 乙は、 ばい煙免生施設から批出する窒索酸化物による大気の汚染を防

止するため、 撚焼方法笞の改善、 追正化七図るとともに｀ 燃料対策及び排控
脱硝装費の設梵偽I;>:より蛮崇酸（ヒ物の排山の低減化に努めるものとする ．

2 乙は、 盆痴酸化物（m排出苓準については、 別に定める協定繍日母第3粂に
規定する排出某塗キ遵守するものとする。

（水銀防止対策）
第7条 乙は、 ばい煙発生旅討から排出する水銀による大気の汚染を防止する

ため、 水銀の排出の低減化に努めるも(/)r． する ．

2 乙は、 水銀の排出基準についCは、 別に ＇疋める協定細目含第4条r 規定す
る緋出基準・を遵守するものとする。
（悪具防止対策）

第R条 乙は、 発毎所内の施設から排出す•も悪臭を防Jl. 1"るため、悪臭物賀tJ）

汎t:l:l及び拡散を布効↓．ー防止する拍置を渚じ、 悪具物質の排出のほ減（じに努め
るものとする＾

2 乙ぱ、 発直所から排出する患屡物哲の排出基準については、月I」に定める協
定細日毒第5栄に規定する排出基準を達守するものとする。

（腟音防止対策）
第0条 乙は、 発電所内の流設から発生する顆音の大きさ、 芦1質及び充生頻庚

に応じて、防音カパー、吸音サイレンサ ー·"⇔の殺俄をするなどの漕腟を湛じ、
騒音m低減化に終めるとともに、 特に夜問lこついては、 静穏の確保のため、
その低滅に怒めるものとすな虫た、安全弁試験等の院は、 事如こ甲に述絡

するものとする。

2 '-iは、 発電所から発生する騒音の基準については、jlJI."'定める協定細目香
第6条に規定する革準を遍守するものとする n

（汚染物費等の測定）
第1 (）条 乙は、 別に定める協定細目舎第7条に焼定する汚染物質等(/)測疋

’
を

行い、 その結果を甲に報告するものとする。
っ' z:.は、前項の測定に当たって、必要に応じ市の立会いを誌めるものとする。

（公表）
第↓ i条 中ぱ、 前粂第1玲． の短面こ上る報告の内容について、 公翫できるも

のとずる。
2 乙は 、 茫鑑所にかかる公宙防止の計園及び実績などしこついて公翠すZ)よう

努めるものとする。
（粉じん等飛散防止対策）

第l 2条 乙は、 石炭、 パ イオマ7燃料等の搬入、 移送及び貯蔵に伴って発生



•-. 

する粉じんの飛敬吝防止すろため、必芸な窃備及び装宕密の改面を凶り 響 飛
散(/)防止に努めるも())とする。

（座棠廃癸物の処瑶対策）
第1 3条 乙は、事棠活勤に伴って生じる産棠廃菜物を処理するに当た・？ては、

関係法令を遵守するほか、再生利用等による減呈化に努めるとともに、自ら
の責任において、 これによる公容又は環境汚染を生じないよう遥正に処唖す
るものとナる。

（立入調査等）
第1 4条 甲ば、この協字で定めろ逗項を滴正に実旅するため必要があるとき

は、 乙 に対し‘ +0丸引置する公害関係施餃(/)状況、事故(/)状況、排出状況(/)
測定雑呆その他の必要な宰項の綿告を求め、 出た、 随蒔乙＂）発電所内に立ら
入り、燥業状況、 施設その他の物件、 関係娠偉警類等の靭査をすることがで

さるものとし、乙はこれに積極的に協力するものとする。

2 甲ば、前項の規定により祁告された言唄及び同 ＇頃の規定によって行った立
入調査の結果を、必要に応じ公宗できるものとする り

（事故時の措匿）
第l 5条 乙ば発雷所設備について故障、 破損その他の宰故が光生し、汚染

物質を多母に排出したときは、直ちに換栗0.） -P中停止導(/)必要な措恒セ諧じ、
速やかに復1日するとともに、甲に対しその状況を通報·するものとする。

（被害補償）
第l O条 乙は、常咤操棠の安定・化に努め、 万 ・ （也者に被杏を与えたときは、

速やかに防J．臼対策を罪じ、その被吉を補償するものとする。
（あっせん、伸介）

第1 7条 甲は、乙の宰業活励ir伴う公害問題の苦渚及び紛争が生じた溢合、
当志者の求めに応じ、そのあっせん又は仲介に岩めるものとする c

• （環壌の整備）
第1 8粂 乙ば、 兌匿虎放地内 (J) 誤浣整傭及び緑化を行い、環塊の芙化に努め

るものとする。
（公害防止教育と管理）

第1 9条 乙は、従業員に対し公宮に関ナる教斉9JII繍．又は研修をdt画的 r 実施
して、、公官の防止に対する租極的な意欲の高揚を囮ろとともに、 公寓防l位の
ための命令、指示等が迪やかt.:--1治業只に微底されるように怒めるものとする 0

準備の改蕃 ．）
第20条 乙は、 公客防止技術の開光9こ努めるとともに、公苔防.Jl:1.支術を筏徊

的に溝入し、 関保設備等の改笥こ努めるものとする。
（公害防止技侑開先の成果祗告等）．

第2 1条 乙は、前条による技術開発の成果を毎年甲に報告するものとする e

． 



（車前消議）
兌2 2粂 乙は、 公害亮生のおそれのある設備を設固又は変史しようとすると

さば、 亭月比．甲と協議し、 かつ、 公吾肋I.cl項する甲の意見を鉢直するも(/)
とする．

（関遥企業に対する愛務）
第2 3条 乙は、 下院I・ナその他の関追企業に対し、 党奄所塙内等において公舎

及び字故を発生させないよう横極的に指逍、 整苔を行うとともに、 万ー公害
を発生さサかときば． 7，が窓口となり索任をもってその補償、 防止対策その
他の問極の解決にあたるものとする＾

濯淀0)改定等）
第24条 甲及び乙は、-[）協定吾に規定する数1直等について毎牛一回検討を加

え、 改定を必要とする場合は、 見西しヤるものとする。
2 この協定香に定めのない事項について定めをする必要が生じたとさ、この祝

定野．：：定める亭項について疑義が生じたとき、文はこの協定官に定める事項を
変更する必要が生じたときは、 その都度甲、 乙協謡して定めるものとする，

この協定吾の発効は、 令和2年4月1日からレす�.

この協定の締結を証するため 、 本否2通を作成し、 甲乙記名押印のうえ、 各
自1通を保有するものとする。

． 令和2年3月 日

甲 釧路市
釧路市長 蝦 名 大 也、

乙 株式会社釧路火力発毎所
代表版締役社畏 洞 沖 平



公害防止に関する協定細目書

甲 釧路市

乙 株式会社釧路火力発電所



公害防止に閾する協定細目害

釧路市（以下．「甲」という。）と株式会社釧路火力襄苺所（以下「z.」といえ）
ば甲と乙との間で締結1_ 、 た令和？年．1月 日付け公害防Irに閻すろ協定書（以
下l協存芸J �いう 。 ）第2条の烹月定に廷づま 、 次のとおり公害防止に関する協
定瀾目を締緒する＾

（硫黄酸化物の排出基準等）
第1条 協定苦第4条第2巧に規定する硫黄酸化物の排出基準は、 次表のとお

りとする。

設備

発屯ポイラー

(Iまいじん(J)排出基準）

批出品.
- -.

徘出涙度
表示単位（三NI□年四己五

175 I 36:1以下

第2粂 協定母第5条第2項に規定するばいじんU)排出基準は、 次改())とおり
とする。

設偏

琺雷ポイラー

（窒素酸化物の排出基準）

排出濃度
..... 

表示単位(g / trlN) 

第3粂 協定苦第6条第2及に規定する醤素跛化物の排出基準は、 次表のとお
りとする。

設備

嬌逗．ボイラー

（水銀の緋出基準）．

排山澳度
森示単位(ppm)＿

250以下

ffi 4条 協定書笞7条第 m釦こ規定する水餓の排出基準は． 次表のとおりとす

る＾

設儒
排出濃度

表示単位（逗／／ rrf N) 
-

発電ボイラ ー 10以下

■



（悪臭物質の排出基準）
第5条 協定さ第8条第2項に規定する悪良物質のり隣基準は、 発逗所の敷地

裳界にて悪臭防I卜法で定禁すろ具気指数l n 以下とする．

（騒官の基準）
第6粂 協定晉第9条第2項に規定する譴音の盃準は、 次表のとおりと•4る。

騒音の基準値 ー•.... ---�·.... ＿． 
騒音基準時問帯区分 時問帯

表ホ単位（デシペル(A)
ー

）
朝 午前6略から午前8開まで 65以下
民 午詢8時から午後7時•一．ま． ．で．． 

70以下
夕 午径7閑から午後1 0時まで 65以下
夜 午後1 011?から翌日の午前6碍まで 60以下

（汚染物質字の測定及び報告）

第7条 憮定菩第1 0条第1項に規定する汚染物質等の測定及び報告について
ば次喪のとおりとする。

測定項日・
排煙中の硫
黄酸化物涙
辰：

徘逗中の玄
幸酪化物濫

排煙中の硫
黄酸化物逗
と浪皮

排煩中のば
いじん澁皮

排遷中の空
素鮫化物涙
度

排煙中の水
銀浚皮

悪臭物質浪

醗音の大さ
ヤ<｀ 

測宕方法 湘IJ字回数 l 
測定箇所 縁告

連読測定針 連続 徘出 n 四半期．一t:

濾琥測定計 連続 批出口 匹半期：：：：レ

2カ.月を超え
手分研 ない作突．期間 排出口 測定の都度

缶に1回以上
2ヵ月を超え

”• 

手分析 ない1乍莱期間 排出口 測定の都度
毎にl回以.L
2ヵ月を超え

手分析 ない作業期間 排出口 測定の郭度
毎に1回以上
4カ、目を紹え

牛分析 ない作業期間 排出口 測定の都度
毎に1回以上

牛1回 亨染所虎界l点 測定の都度
●●● •一

年2回 ヰ．党所笞．界2官点 測字の都席

之■



2 c:..が行う汚染物質等 (j)筏ljたは、 関係法令に定める測定ガ法によるものとし、
特に定め0)ないものについては、 一般的に用いられている方法によるものと
する。

3 協定香第1 0条第1項及び第1項の規定！こよる乙の祁告については、 甲が
定める報告苺揃式によって行うものとする り

（苦惰補写の窓口零）
第8粂 乙の寧莱活動に起凶する苦情衿に対する付近住民と(/.)折術窓口ば、 次

(/）とおりとする。
甲 市民環塊部環境保•三課 貢（王者 象視保三晦長
乙 釧路火力発電所 責任者 所 長

（公宮発生のおそれのある設備）
第9条 協定呑第22条Ir規定する「公害搭生のおそれのある般備Jとは． 電

気苺要芯又は公害関係法令によりその殴宜又は変史に当たって届出が必要と
され又

＇

いる設備及びこれに準ずる設傭をいう。

（本操業の開始等）
第l 0条 乙は、 協定香第2 2条の規定による協議をした設備が試験操棠に入

る場合は、 申前に甲にその期間を通知するものとすも
2 甲は、 前項0)期間に発毎所内に立ち入り、 協定数恒笞0)遵守について確認

するものとする ◇

• この勘合出の祖定する第三者(l)|百j伴を、 乙は認めろものKする．

3 乙は、 前項の規定による確認U.）後でなければ、 本操業を廃始しないも(/)と

する。

（細目の改定等）
第1 1条 この細目君に定めのない亭項について定めをする必要が生じたとき、

・コの細目香に定める事項t...ついて廂義が年じたとき、 又は，この細目書に定め

る苺項を変更する必零が生じたと和2、 甲、 乙協細して定めろ¢、のがすci.

3■




